

























調べる ということを都合 7回ほど (2012年8月から 2014年5月まで）おこな った。
さて、本研究テーマ設定に至る過程を述べる前に河原田盛美について一言述べると、『河原田盛
美履歴』（写真 2) という 資料もあり、 河原田の生涯は知られていたが、前半の 「琉球処分」への関






























































































































































































増田昭子「地方における登蚕 • 製糸 ・織物の様子 （器械化の様子）」
平良次子「織物技術の伝承と保存の取り組みー南風原町の実践と課題ー」


































































方） 地域を事例にした太田素子 「『継声館日記』 にみる郷学『継声館』の教育」（大戸安弘• 八鍬友


















関連では 『＜ 江戸＞の人と身分』（全6巻、吉川弘文館）のうち 「村の身分と由緒』 （第2巻、 2010






































































としての転進、いや定着が始ま ったと思われる」 (118頁-119頁）と まとめているが、 農商務省時代を
十分に検討せずに、このようにまとめることができるのかという点、官僚機構を一枚岩に捉える視点や







いる（「史料調査報告その一河原田盛美関係資料紹介」（『沖縄県史だより 』12号、 2002年）。 これ等調
査のあと中断していたが、東洋文庫メンバーによ る河原田家の調査が再開したころ、久米崇聖会創立






持•発展を主眼にする「実学」 重視であ り 、佐藤信淵の学に傾倒している。どのよう なタイプの知識人
でありその思想的特徴は何なのか、この点を明示的に示そうとした経緯の一端である。今後の議論を踏
まえ、「本草学的知識」の内実を再検討したいと考えている。
(7)河原田の蔵書目録は明治 32年の 「河原田文庫目録」と、大正 2年の 「再再興河原田文庫目録」があ
る。これ等目録の概要については、前掲鎌田論文の注 12と注 15で言及している。ただし、鎌田論文で
は書画目録については言及していない。
(8)若尾政希 「書物と民俗のはざまで」 （『日本思想史講座 5 方法』、ペリカン社、 2015年、 153頁）。も
っと も、本論文はタイトルか ら分かるように蔵書（読書経験）に限定するのではない。論点を整理し
て、次の 3点 (1) 読書による知との出会いと葛藤の様相を明らかにすることと、 (2)継承と葛藤を明













(12) r伊南村史 第3巻資料絹二 （近世）J (2003年）の第 9章は「系図、由来書他」ということで、河
原田以外の系図なども収録されている。
(13)東洋文庫『沖縄物産志』の解説のなかで、河原田を士族と明記したが、この点に関して、奥会津博
物館の渡部氏より疑義をいただいた。御蔵入地における 「身分」の問題について今後深める必要がある。
